


謹謹
んん
でで
新新
年年
のの
おお
喜喜
びび
をを
申申
しし
上上
げげ
まま

すす
。。昨昨

年年
はは
、、
気気
象象
観観
測測
史史
上上
例例
がが
なな
いい
ほほ

どど
のの
台台
風風
がが
上上
陸陸
、、
全全
国国
的的
にに
被被
害害
をを
及及

ぼぼ
しし
、、
本本
市市
にに
おお
いい
てて
もも
浸浸
水水
やや
冠冠
水水
、、

落落
果果
なな
どど
のの
被被
害害
がが
生生
じじ
まま
しし
たた
。。
まま
たた
、、

新新
潟潟
県県
中中
越越
地地
震震
でで
はは
、、
大大
規規
模模
なな
被被
害害

がが
発発
生生
しし
まま
しし
たた
。。
ここ
れれ
らら
一一
連連
のの
災災
害害

にに
遭遭
わわ
れれ
たた
方方
々々
にに
対対
しし
、、
衷衷
心心
よよ
りり
おお

見見
舞舞
いい
をを
申申
しし
上上
げげ
まま
すす
。。

ささ
てて
、、
迎迎
ええ
たた
本本
年年
はは
、、
本本
市市
にに
とと
っっ

てて
歴歴
史史
にに
残残
るる
年年
とと
なな
りり
まま
すす
。。
ごご
承承
知知

のの
とと
おお
りり
、、
比比
内内
町町
、、
田田
代代
町町
とと
のの
１１
市市

２２
町町
がが
合合
併併
しし
まま
すす
。。
そそ
れれ
にに
伴伴
いい
、、
新新

市市
まま
ちち
づづ
くく
りり
事事
業業
がが
計計
画画
ささ
れれ
てて
いい
まま

すす
。。合合

併併
後後
のの
新新
市市
でで
はは
、、
従従
来来
かか
らら
のの
基基

幹幹
産産
業業
でで
ああ
るる
農農
業業
、、
林林
業業
のの
比比
重重
がが
増増

しし
、、
一一
層層「「
農農
林林
業業
都都
市市
」」のの
性性
格格
をを
帯帯
びび

まま
すす
。。そそ
のの
農農
業業
はは
、、昨昨
年年
度度
かか
らら
スス
タタ
ーー

トト
しし
たた
長長
期期
計計
画画
のの
「「
地地
域域
水水
田田
農農
業業
ビビ

ジジ
ョョ
ンン
」」
でで
変変
革革
をを
遂遂
げげ
るる
ここ
とと
とと
なな
りり
、、

林林
業業
はは
、、大大
館館
比比
内内
、、北北
秋秋
田田
、、阿阿
仁仁
森森
吉吉
、、

田田
代代
のの
４４
森森
林林
組組
合合
がが
合合
併併
しし
、、
広広
大大
なな

面面
積積
をを
持持
つつ
森森
林林
組組
合合
がが
誕誕
生生
しし
まま
すす
。。

ここ
のの
ほほ
かか
にに
もも
、、
増増
改改
築築
のの
たた
めめ
のの
実実

施施
設設
計計
がが
なな
ささ
れれ
たた
市市
立立
総総
合合
病病
院院
はは
、、

いい
よよ
いい
よよ
リリ
ニニ
ュュ
ーー
アア
ルル
にに
向向
けけ
てて
歩歩
みみ

出出
しし
、、
圏圏
域域
住住
民民
のの
悲悲
願願
でで
ああ
っっ
たた
４４
年年

制制
大大
学学
がが
開開
学学
とと
なな
りり
、、
大大
館館
商商
業業
高高
校校

をを
母母
体体
とと
しし
たた
県県
北北
でで
初初
のの
中中
高高
一一
貫貫
教教

育育
校校
がが
、、
大大
館館
駅駅
北北
側側
にに
開開
校校
しし
まま
すす
。。

一一
方方
、、
雪雪
沢沢
地地
内内
でで
建建
設設
をを
進進
めめ
てて
いい

たた
、、
全全
国国
でで
初初
のの
ＰＰ
ＦＦ
ＩＩ
方方
式式
にに
よよ
るる
ごご

みみ
焼焼
却却
場場
がが
完完
成成
しし
、、
８８
月月
かか
らら
本本
稼稼
働働

しし
まま
すす
。。
まま
たた
、、
平平
成成
１１９９
年年
にに
開開
催催
ささ
れれ

るる
秋秋
田田
わわ
かか
杉杉
国国
体体
へへ
向向
けけ
、、
整整
備備
しし
てて

きき
たた
樹樹
海海
公公
園園
のの
体体
育育
館館
やや
高高
館館
公公
園園
のの

テテ
ニニ
スス
ココ
ーー
トト
がが
完完
成成
しし
、、
今今
年年
８８
月月
・・

９９
月月
にに
はは
第第
３３２２
回回
東東
北北
総総
合合
体体
育育
大大
会会

（（
通通
称称
、、ミミ
ニニ
国国
体体
））がが
開開
催催
ささ
れれ
まま
すす
。。ささ

らら
にに
、、
日日
本本
海海
沿沿
岸岸
東東
北北
自自
動動
車車
道道
のの
大大

館館
小小
坂坂
間間
のの
工工
事事
がが
本本
格格
化化
しし
、、
東東
ババ
イイ

け
た

パパ
スス
もも「「
桁桁
架架
設設
工工
事事
」」にに
取取
りり
掛掛
かか
りり
、、

そそ
のの
全全
容容
がが
見見
ええ
てて
きき
まま
すす
。。

ここ
のの
よよ
うう
にに
平平
成成
１１７７
年年
はは
、、
ここ
れれ
まま
でで

計計
画画
しし
てて
きき
たた
各各
種種
事事
業業
なな
どど
がが
実実
をを
結結

びび
、、
ここ
のの
地地
域域
がが
大大
きき
くく
変変
わわ
るる
年年
でで
ああ

りり
、、
次次
世世
代代
へへ
向向
けけ
、、
新新
たた
なな
一一
歩歩
をを
踏踏

みみ
出出
しし
まま
すす
。。
ここ
れれ
かか
らら
もも
、、
市市
民民
のの
皆皆

ささ
んん
のの
暮暮
らら
しし
とと
安安
全全
をを
守守
りり
、、
輝輝
かか
しし

いい
未未
来来
をを
築築
きき
上上
げげ
るる
たた
めめ
、、
全全
力力
をを
尽尽

くく
しし
まま
すす
。。
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明明
けけ
まま
しし
てて
おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす
。。

市市
議議
会会
をを
代代
表表
いい
たた
しし
まま
しし
てて
、、
謹謹
んん

でで
新新
年年
のの
おお
喜喜
びび
をを
申申
しし
上上
げげ
まま
すす
。。

昨昨
年年
はは
、、
国国
のの
内内
外外
とと
もも
多多
事事
多多
難難
のの

年年
でで
ああ
りり
、、
特特
にに
新新
潟潟
県県
中中
越越
地地
震震
でで
被被

災災
ささ
れれ
たた
多多
くく
のの
方方
々々
はは
、、
いい
まま
だだ
にに
不不

便便
なな
生生
活活
をを
強強
いい
らら
れれ
てて
いい
まま
すす
。。
被被
災災

ささ
れれ
たた
方方
々々
にに
対対
しし
、、
改改
めめ
てて
おお
見見
舞舞
いい

をを
申申
しし
上上
げげ
まま
すす
。。
まま
たた
、、
回回
復復
がが
続続
いい

てて
いい
るる
とと
報報
じじ
らら
れれ
るる
国国
内内
のの
景景
気気
はは
、、

地地
方方
にに
暮暮
らら
すす
私私
たた
ちち
にに
そそ
のの
実実
感感
はは
なな

くく
、、
依依
然然
とと
しし
てて
厳厳
しし
いい
状状
況況
がが
続続
いい
てて

いい
まま
すす
。。
ささ
らら
にに
昨昨
年年
はは
、、
例例
年年
にに
なな
いい

数数
のの
台台
風風
がが
日日
本本
にに
来来
襲襲
しし
、、
本本
市市
にに
もも

ささ
まま
ざざ
まま
なな
被被
害害
をを
もも
たた
らら
しし
たた
年年
でで
もも

ああ
りり
まま
しし
たた
。。

ここ
のの
よよ
うう
なな
状状
況況
のの
中中
でで
迎迎
ええ
たた
平平
成成

１１７７
年年
はは
、、
本本
市市
にに
とと
っっ
てて
極極
めめ
てて
重重
要要
なな

年年
にに
なな
りり
まま
すす
。。
すす
なな
わわ
ちち
、、
大大
館館
市市
・・

比比
内内
町町
・・
田田
代代
町町
のの
１１
市市
２２
町町
のの
合合
併併
にに

よよ
るる
新新
市市
のの
スス
タタ
ーー
トト
のの
年年
とと
なな
るる
かか
らら

でで
すす
。。
社社
会会
・・
経経
済済
・・
生生
活活
面面
なな
どど
ささ
まま

ざざ
まま
なな
分分
野野
にに
おお
いい
てて
既既
にに
一一
つつ
のの
生生
活活

圏圏
とと
言言
ええ
るる
１１
市市
２２
町町
がが
合合
併併
をを
迎迎
ええ
るる

ここ
とと
はは
誠誠
にに
喜喜
ばば
しし
くく
、、
関関
係係
各各
位位
のの
ここ

れれ
まま
でで
のの
ごご
努努
力力
にに
対対
しし
、、
深深
くく
敬敬
意意
をを

表表
すす
るる
もも
のの
でで
ああ
りり
まま
すす
。。
まま
たた
、、
多多
くく

のの
かか
たた
がが
待待
ちち
望望
んん
だだ
中中
高高
一一
貫貫
教教
育育
校校

「「
大大
館館
国国
際際
情情
報報
学学
院院
」」とと

年年
制制
大大
学学

「「
秋秋
田田
看看
護護
福福
祉祉
大大
学学
」」がが
いい
よよ
いい
よよ
今今
春春

開開
学学
をを
迎迎
ええ
まま
すす
。。
ここ
れれ
もも
まま
たた
大大
変変
喜喜

ばば
しし
いい
ここ
とと
でで
ああ
りり
、、
そそ
のの
効効
果果
にに
大大
いい

にに
期期
待待
すす
るる
もも
のの
でで
ああ
りり
まま
すす
。。

新新
たた
なな
年年
もも
、、
１１
市市
２２
町町
のの
合合
併併
をを
始始

めめ
、、
少少
子子
高高
齢齢
化化
対対
策策
、、
中中
心心
市市
街街
地地
活活

性性
化化
方方
策策
、、
農農
林林
業業
やや
商商
工工
業業
なな
どど
のの
既既

存存
産産
業業
のの
振振
興興
なな
どど
課課
題題
がが
山山
積積
しし
てて
いい

まま
すす
。。
まま
たた
、、
国国
がが
進進
めめ
るる
三三
位位
一一
体体
改改

革革
やや
地地
方方
分分
権権
のの
推推
進進
にに
よよ
りり
、、
地地
方方
自自

治治
体体
のの
自自
治治
能能
力力
のの
向向
上上
がが
一一
層層
強強
くく
求求

めめ
らら
れれ
てて
いい
まま
すす
。。
市市
民民
をを
代代
表表
すす
るる
議議

会会
人人
とと
いい
たた
しし
まま
しし
てて
はは
、、
執執
行行
機機
関関
とと

相相
強強
調調
しし
てて
、、
最最
大大
限限
のの
行行
政政
効効
果果
をを
上上

げげ
るる
たた
めめ
、、
努努
力力
すす
べべ
きき
年年
でで
ああ
るる
とと
考考

ええ
てて
いい
まま
すす
。。

輝輝
かか
しし
いい
新新
春春
をを
迎迎
ええ
、、
心心
新新
たた
にに
、、

「「
大大
館館
市市
をを
誇誇
りり
とと
しし
大大
館館
市市
にに
住住
むむ
喜喜

びび
をを
かか
みみ
しし
めめ
るる
ここ
とと
のの
でで
きき
るる
よよ
うう
なな

�
魅魅
力力
ああ
るる
まま
ちち
づづ
くく
りり
�
のの
実実
現現
」」
をを

目目
指指
しし
てて
、、
なな
おお
一一
層層
頑頑
張張
りり
まま
すす
のの
でで
、、

市市
民民
のの
皆皆
ささ
んん
のの
変変
わわ
らら
ぬぬ
ごご
支支
援援
とと
ごご

協協
力力
をを
、、
よよ
ろろ
しし
くく
おお
願願
いい
申申
しし
上上
げげ
まま

すす
。。
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企画課
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（内線６５０）

総総事事業業費費はは約約１１１１１１億億円円
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１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１
階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階
のののののののののののののののののののののののののの
高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
層層層層層層層層層層層層層層層層層層層層層層層層層層
棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟
をををををををををををををををををををををををををを
建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建
築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築

実
施
設
計
で
は
、最
初
に
民
間
棟（
昭

和
３０
年
建
築
）を
解
体
し
て
、そ
の
跡
地

な
ど
に
１１
階
の
高
層
棟
を
建
築
す
る
も

の
で
、現
在
の
放
射
線
棟（
昭
和
５５
年
建

築
）と
新
館（
昭
和
５９
年
建
築
）を
改
修

し
て
、ス
パ
イ
ン
棟（
玄
関
ホ
ー
ル
、待

合
ホ
ー
ル
な
ど
）で
各
階
そ
れ
ぞ
れ
を

接
続
し
ま
す
。そ
の
た
め
、棟
か
ら
棟
へ

は
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
ら
が
完
成
し
た
後
で
、本
館（
昭
和
４５

年
建
築
）を
解
体
す
る
こ
と
に
し
て
お

り
、神
経
精
神
科
棟（
昭
和
５６
年
建
築
）

は
、現
在
の
ま
ま
で
診
療
を
続
け
ま
す
。

延
べ
床
面
積
は
、４
１
、２
９
０
�

（
新
築
面
積
２
７
、８
６
０
�
、改
修
面

積
１
０
、７
６
０
�
、既
存
面
積
２
、６

７
０
�
）で
、敷
地
面
積
が
３
６
、０
９

０
�
、駐
車
場
は
５
０
０
台
収
容
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３
階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階
がががががががががががががががががががががががががが
外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外
来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１
階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階階
はははははははははははははははははははははははははは
病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病
棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟

設
計
で
は
１
階
は
薬
剤
部
門
や
防
災

セ
ン
タ
ー
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
室
、
調
理
場
な
ど
が

配
置
さ
れ
、
２
・
３
階
は

外
来
、
４
階
が
医
局
と
手

術
部
門
、
５
階
か
ら
１１
階

ま
で
が
病
棟
と
な
る
計
画

で
す
。

２
・
３
階
の
外
来
の
各

科
待
合
室
は
、
通
路
部
分

を
含
め
幅
が
約
８
ｍ
と
広

く
な
り
ま
す
。
診
療
室
に

は
入
口
に
引
き
戸
を
設
置

し
て
、
患
者
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
保
護
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

５
階
か
ら
１１
階
ま
で
の

病
棟
の
病
室
は
、
１
床
室

と
４
床
室
が
あ
り
、
全
部

で
３
８
７
床
。
各
病
室
に

は
ト
イ
レ
、
洗
面
台
、
個
人
ロ
ッ
カ
ー

を
設
け
て
い
ま
す
。

憩憩憩憩憩憩憩憩憩憩憩憩憩憩憩憩憩憩憩憩憩憩憩憩憩憩
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
のののののののののののののののののののののののののの
スススススススススススススススススススススススススス
ペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
スススススススススススススススススススススススススス
をををををををををををををををををををををををををを
確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保

ヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘ
リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ
ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
もももももももももももももももももももももももももも
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置

入
院
患
者
に
と
っ
て
、
病
院
は
生
活

の
場
と
な
る
施
設
で
す
。
計
画
で
は
、

病
院
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
確
保
の
一
環
と
し

て
、
ま
た
憩
い
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
デ
イ
ル
ー
ム
、
レ
ス
ト

ラ
ン
・
売
店
な
ど
の
テ
ナ
ン
ト
が
入
居

す
る
ス
ペ
ー
ス
も
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
患
者
の
緊
急
時
の
輸
送
体

制
を
強
化
す
る
た
め
、
屋
上
に
ヘ
リ

ポ
ー
ト
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

市
立
総
合
病
院
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
信
頼
さ
れ
る

病
院
づ
く
り
に
向

け
、
更
な
る
努
力

を
続
け
る
と
と
も

に
、
経
営
基
盤
の

強
化
を
図
り
な
が

ら
本
事
業
を
推
進

し
ま
す
。

※
市
立
総
合
病
院
で
は
、
病
院
事

業
の
平
成
１５
年
度
決
算
の
状
況

を
、
平
成
１６
年
１１
月
２９
日
に
公

表
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

次
号（
広
報
大
館
１
月
１６
日
号
）

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総 事 業 費 約１１１億４，２００万円
財 源 内 訳
○企 業 債 約１０３億８，１００万円
○一般会計からの繰入金

約２億４，７００万円
○自 己 資 金 約５億１，４００万円

企業債の返済は、元金・利息の合計額約
１３６億７，４００万円を３２年間にわたっ
て返済しようとするものです。
増改築事業に当たっては、総事業費、財源
内訳、返済計画などを定めた中・長期の経営
計画を策定しています。大変厳しい財政状況
ですが、耐震調査の結果や患者のアメニティ
の向上を考えた場合、増改築事業の推進は不
可欠です。

増 改 築 事 業
総事業費と財源内訳

▲ゆったりとした４床室

広報大館２００５．１．１�



わ
か
っ
て

わ
か
っ
て

わわ
かか
っっ
てて

く
だ
さ
い

く
だ
さ
い

くく
だだ
ささ
いい

「けいたんず チョコ」は、桂城短大のゼ
ミナール（小人数で専門的な学習をするグ
ループ）生６人です。福祉の専門的な知識を
学習するとともに、施設で介護実習などをし、
将来は福祉関係への就職を望んでいます。

はは
じじ
まま
りり

Ｔ
「
み
ん
な
、
テ
レ
ビ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
番
組
を
見

た
？

感
動
し
な
か
っ
た
？

健
常
者
の
俺
た
ち

で
も
な
か
な
か
出
来
な
い
こ
と
を
や
り
遂
げ
て
い

た
ん
だ
よ
！
」

Ｉ
「
う
ん
。
私
も
見
た
。
」

Ａ
「
私
も
見
た
よ
！

耳
が
不
自
由
な
の
に
一
生
懸

命
歌
っ
て
い
た
女
性
が
い
た
ね
？
」

Ｈ
「
い
た
い
た
。
す
ご
か
っ
た
ね
。
ほ
か
に
も
目
の

不
自
由
な
人
が
ハ
ン
ド
ベ
ル
や
っ
て
た
よ
ね
？
」

Ｍ
「
ね
ー
、
今
思
っ
た
ん
だ
け
ど
、
あ
の
人
た
ち
っ

て
普
段
ど
ん
な
生
活
し
て
る
ん
だ
ろ
う
ね
…
。
」

Ｎ
「
そ
う
い
え
ば
そ
う
だ
ね
。
Ｔ
君
知
っ
て
る
？
」

Ｔ
「
大
館
の
こ
と
は
ち
ょ
っ
と
知
っ
て
い
る
よ
。
」

Ｈ
「
え
〜
。
Ｔ
君
知
っ
て
る
の
？
」

Ｔ
「
少
し
ね
（
笑
）
。大
館
に
は
、視
覚
に
障
害
を
持
っ

て
い
る
人
が
２
４
３
人
い
て
、
聴
覚
に
障
害
を

持
っ
て
い
る
人
が
２
８
２
人
い
る
ん
だ
よ
。
」

Ｉ
「
う
わ
ぁ

す
ご
い
ね
。
Ｔ
君
！
」

Ａ
「
私
、そ
う
い
う
こ
と
に
興
味
出
て
き
た
ぁ
。も
っ

と
知
り
た
い
。
ほ
か
に
分
か
る
こ
と
な
い
？

み

ん
な
は
ど
う
？
」

Ｍ
「
わ
か
ん
な
い
け
ど
、
大
館
で
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

と
か
音
声
信
号
と
か
見
か
け
る
よ
。
」

Ｎ
「
ほ
か
に
も
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
は
、
ボ
タ
ン
の

と
こ
ろ
に
点
字
で
表
示
さ
れ
て
る
よ
。
あ
っ
！

あ
と
さ
あ
、
手
話
サ
ー
ク
ル
も
あ
る
よ
ね
。
」

Ｈ
「
じ
ゃ
あ
、
み
ん
な
で
大
館
の
障
害
者
の
こ
と
を

も
っ
と
調
べ
て
み
な
い
？
」

全
員
「
賛
成
！
」

そ
こ
で
、
み
ん
な
で
大
館
の
視
覚
障
害
者
や
聴
覚

障
害
者
の
こ
と
を
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

白白
つつ
ええ
のの
意意
味味
をを
知知
っっ
てて
くく
だだ
ささ
いい

視視
覚覚
障障
害害
者者
へへ
イイ
ンン
タタ
ビビ
ュュ
ーー

私
た
ち
は
、
大
館
市
身
体
障
害
者
協
会
連
合
会
の

視
覚
障
害
者
部
会
の
方
々
か
ら
お
話
を
伺
う
た
め
、

視
覚
障
害
者
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
技
師
の
方
々
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

Ｑ
仕
事
に
行
く
時
は
ど
う
い
う
方
法
で
行
く
の
で
す

か
？

Ａ
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
を
使
い
ま
す
が
、
歩
け
る
範
囲

は
徒
歩
で
す
。
外
出
時
は
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
を

利
用
で
き
ま
す
が
、
仕
事
の
時
は
利
用
で
き
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
不
便
で
す
。

Ｑ
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？

Ａ
は
い
、
あ
り
ま
す
。
初
め
て
利
用
し
た
と
き
に
は
、

慣
れ
な
く
て
怖
か
っ
た
で
す
。

Ｑ
日
常
生
活
で
、
何
か
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

Ａ
白
つ
え
を
使
っ
て
外
出
し
て
い
る
時
に
、
自
転
車

に
乗
っ
て
い
る
人
が
、
白
つ
え
の
意
味
が
分
か
ら

な
い
の
か
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
い
、
つ
え
が
壊
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に

車
が
駐
停
車
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
を
頼
り
に
歩
い
て
い
る
と
車
に
ぶ
つ
か
る

※
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

１
人
で
外
出
す
る
の
に
不
安
の
あ
る
、
視
覚
障
害

者
な
ど
を
案
内
す
る
人
。
身
体
障
害
者
居
宅
介
護

等
事
業
の
一
環
と
し
て
、
身
体
障
害
者
の
外
出
時

の
付
き
添
い
を
専
門
に
行
う
人
。

No.５

広広
報報
市市
民民
リリ
ポポ
ーー
タタ
ーー
だだ
よよ
りり
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わ
か
っ
て
く
だ
さ
い

わ
か
っ
て
く
だ
さ
い

わわ
かか
っっ
てて
くく
だだ
ささ
いい

時
が
あ
り
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
読
み
書
き
の
際
に

は
、
他
人
の
手
を
必
要
と
す
る
こ
と
で
す
。

Ｑ
一
番
安
心
で
き
る
場
所
は
？

Ａ
や
っ
ぱ
り
自
宅
で
す
。

Ｑ
楽
し
み
は
何
で
す
か
？

Ａ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
行
く
買
い
物
や
、
家
族
と
行
く

ハ
イ
キ
ン
グ
で
す
。
友
達
と
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、

お
酒
を
飲
ん
だ
り
、
一
般
の
か
た
と
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。

Ｑ
大
館
市
は
住
み
や
す
い
で
す
か
？

ま
た
、建
物
・

街
並
み
で
改
善
し
て
欲
し
い
こ
と
は
何
で
す
か
？

Ａ
ま
ず
、
で
き
る
だ
け
段
差
を
無
く
し
て
ほ
し
い
で

す
。駅
な
ど
の
公
共
的
な
施
設
に
は
設
備（
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
）な
ど
を
付
け
て
欲
し
い
で
す
。中
心
部

と
郊
外
の
障
害
者
向
け
の
設
備
に
差
を
感
じ
ま
す
。

Ｑ
健
常
者
に
伝
え
た
い
こ
と
や
止
め
て
欲
し
い
こ
と

は
何
で
す
か
？

Ａ
子
供
た
ち
が
乗
る
自
転
車
で
怖
い
思
い
を
し
た
こ

と
が
あ
る
と
、
ほ
か
の
視
覚
障
害
者
か
ら
も
聞
い

て
い
ま
す
。
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
う
ま
で
、
こ
ち
ら

は
全
く
状
況
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
乗
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

周周
囲囲
のの
状状
況況
をを
伝伝
ええ
てて
くく
だだ
ささ
いい

聴聴
覚覚
障障
害害
者者
へへ
イイ
ンン
タタ
ビビ
ュュ
ーー

聴
覚
障
害
者
の
状
況
は
、
桂
城
短
大
で
手
話
を
教

え
て
い
る
、
ご
自
身
も
聴
覚
障
害
者
の
Ｍ
先
生
か
ら

伺
い
ま
し
た
。

Ｑ
聴
覚
障
害
の
方
々
が
楽
し
む
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
久
し
ぶ
り
に
集
ま
っ
た
時
の
一
番
の
楽
し
み
は
、

手
話
で
自
由
に
会
話
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
普
段

聴
こ
え
る
人
た
ち
に
囲
ま
れ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
苦
労
し
て
い
ま
す
か
ら
。
ほ
か
は
、
障

害
の
無
い
人
と
一
緒
で
、
特
別
に
自
分
た
ち
だ
け

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
大
館
の
建
物
や
街
並
み
な
ど
で
改
善
し
て
欲
し
い

点
は
ど
こ
で
す
か
？

Ａ
新
幹
線
な
ど
に
つ
い
て
い
る
電
光
掲
示
板
が
公
共

施
設
に
あ
れ
ば
、
聴
覚
障
害
者
だ
け
で
は
な
く
、

案
内
放
送
の
聞
き
取
り
に
く
い
お
年
寄
り
の
役
に

も
立
つ
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
困
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
？

Ａ
飲
食
店
で
注
文
し
て
も
、
違
う
物
が
出
て
く
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ズ
レ

は
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
あ
る
ん
で
す
。
聴
覚
障
害
者

側
が
い
く
ら
気
を
つ
け
て
も
、
聴
く
側
に
配
慮
が

な
け
れ
ば
、
残
念
で
す
が
す
ぐ
に
ズ
レ
が
起
き
て

し
ま
い
ま
す
。

Ｑ
大
館
の
手
話
通
訳
員
の
状
況
は
ど
う
で
す
か
？

Ａ
東
京
な
ど
の
先
進
地
に
比
べ
れ
ば
、
不
足
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
こ
ち
ら
で
は
、
北
鹿
福
祉
事
務

所
に
１
人
だ
け
で
、
し
か
も
通
常
は
、
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
の
日
中
に
限
ら
れ
ま
す
か
ら
、
必
要
最

小
限
で
我
慢
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
バ
ス
な
ど
で
降
車
す
る
時
の
、
判
断
は
ど
う
し
て

い
ま
す
か
？

Ａ
慣
れ
た
路
線
で
あ
れ
ば
、
案
内
放
送
が
聞
こ
え
な

く
て
も
、
風
景
で
判
断
で
き
ま
す
。
ほ
か
の
地
域

に
旅
行
し
た
と
き
は
、
バ
ス
で
は
運
転
手
に
耳
が

不
自
由
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
、
前
方
の
座
席
に
座

っ
て
、
近
付
い
た
時
に
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

電
車
で
は
、
降
り
る
駅
が
何
番
目
な
の
か
記
憶
し
、

乗
り
過
ご
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
健
常
者
に
伝
え
た
い
こ
と
や
止
め
て
欲
し
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
聞
こ
え
な
い
と
伝
え
ら
れ
た
ら
、
た
め
ら
わ
ず
紙

と
筆
記
用
具
を
出
し
て
、
筆
談
し
て
欲
し
い
で
す
。

出
来
る
範
囲
で
良
い
の
で
、
自
分
の
周
り
に
聴
覚

障
害
者
が
い
た
ら
、
周
囲
の
状
況
を
伝
え
て
く
れ

れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど
助
か
る
か
。
わ
ず
か
、
１
％
で

も
５
％
で
も
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が
な
け

れ
ば
、
私
た
ち
は
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

もも
っっ
とと
福福
祉祉
をを
話話
題題
にに

Ｔ
「
学
校
や
家
庭
で
『
福
祉
』
を
も
っ
と
話
題
に
し

て
も
ら
え
た
ら
い
い
な
あ
。
」

Ｍ
「
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
を
？
」

Ｔ
「
例
え
ば
、
白
つ
え
や
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
意
味
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
か
な
。
そ
れ
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
、
福
祉
に
興
味
を
も
っ
て
く
れ
た
ら
い

い
だ
ろ
う
な
。
」

Ｉ
「
白
つ
え
は
、
目
の
不
自
由
な
人
が
持
っ
て
い
る

白
い
つ
え
で
、
そ
れ
を
使
っ
て
周
り
に
障
害
物
が

な
い
か
、
調
べ
て
歩
行
に
役
立
て
て
い
る
ん
だ
よ
。

視
覚
障
害
者
の
目
な
ん
だ
。
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
っ
て

ね
、
あ
の
歩
行
者
専
用
道
路
に
あ
る
、
黄
色
い
ブ

ロ
ッ
ク
の
こ
と
で
、
目
の
不
自
由
な
人
が
、
そ
れ

を
頼
り
に
歩
い
て
い
る
ん
だ
よ
。
」

Ｈ
「
と
い
う
こ
と
は
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
は
、

自
転
車
と
か
車
を
停
め
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
必

要
が
あ
る
ね
。
」

Ｎ
「
白
い
つ
え
を
見
か
け
た
ら
、
歩
行
の
邪
魔
を
し

な
い
よ
う
注
意
し
な
く
ち
ゃ
。
」

Ｍ
「
聴
覚
障
害
者
の
一
番
の
楽
し
み
は
、
み
ん
な
で

自
由
に
会
話
で
き
る
こ
と
な
ん
だ
ね
。
私
た
ち
が
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手
話
を
覚
え
れ
ば
、
も
っ
と
会
話
も
楽
し
く
な
る

ん
じ
ゃ
な
い
？
」

Ｎ
「
困
っ
た
人
を
見
か
け
た
ら
、
た
め
ら
わ
ず
に
、

手
助
け
す
る
こ
と
が
必
要
だ
ね
。
」

Ｉ
「
実
際
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
み
て
、
外
に
は
不

便
な
こ
と
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
よ
。
」

Ａ
「
街
並
み
で
改
善
し
て
欲
し
い
場
所
を
聞
い
た
ら
、

段
差
を
無
く
し
て
欲
し
い
っ
て
あ
っ
た
け
ど
、
そ

れ
っ
て
、
私
た
ち
が
普
段
何
気
な
く
歩
い
て
い
る

だ
け
だ
と
気
付
く
こ
と
っ
て
出
来
な
い
じ
ゃ
ん
。

だ
か
ら
、
実
際
の
道
路
状
況
を
体
験
し
て
み
よ
う

よ
。
」

全
員
「
賛
成
！
」

体体

験験

そ
こ
で
、
視
覚
・
聴
覚
障
害
者
の
生
活
を
少
し
で

も
理
解
す
る
た
め
に
、
実
際
に
目
が
不
自
由
、
耳
が

不
自
由
と
い
う
条
件
を
作
り
出
し
て
体
験
し
て
み
る

こ
と
が
一
番
だ
と
思
い
、
擬
似
体
験
を
実
施
し
ま
し

た
。疑

似
体
験
で
は
、
障
害
者
役
と
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

役
の
２
人
に
分
か
れ
、
障
害
者
役
を
ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー
役
が
案
内
し
て
大
館
市
内
の
要
所
を
歩
い
て
回

る
方
法
を
と
り
ま
し
た
。

視視
覚覚
障障
害害
者者
体体
験験

視
覚
障
害
者
役
Ｈ
の
感
想

体
験
前
は
、
視
覚
障
害
者
だ
っ
て
、
普
通
に
生
活

で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
９
時
か

ら
１７
時
ま
で
、
擬
似
体
験
を
し
て
み
る
と
、
全
く
違

い
ま
し
た
。
道
が
欠
け
て
い
た
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た

段
差
が
あ
っ
た
り
し
て
、
つ
ま
ず
い
て
し
ま
い
、
大

変
危
険
で
し
た
。

飲
み
物
を
買
お
う
に
も
、
自
販
機
に
は
点
字
表
示

が
な
い
の
で
買
え
ず
、
音
の
な
い
信
号
機
は
、
１
人

で
は
危
険
で
し
た
。
歩
道
が
無
い
道
路
は
、
と
て
も

恐
か
っ
た
で
す
。
び
っ
く
り
し
た
の
は
、
歩
道
に
立

て
か
け
ら
れ
て
い
る
旗
。
普
段
何
気
な
く
見
て
い
る

旗
が
、
い
き
な
り
顔
に
当
た
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

体
験
中
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
と
常
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ら
な
い
と
、
孤
独
で
寂
し
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
危
険
な
所
が
あ
っ
た
ら
ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー
に
早
め
に
教
え
て
も
ら
い
、
常
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
行
動
す
る
こ
と
が
、
必

要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
役
Ｔ
の
感
想

障
害
物
な
ど
を
早
め
に
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
と
て
も
神
経
を
使
い
、
疲
れ
ま
し
た
。

聴聴
覚覚
障障
害害
者者
体体
験験

聴
覚
障
害
者
役
Ｉ
の
感
想

両
耳
に
耳
栓
を
し
ま
し
た
が
、
人
の
話
し
声
な
ど

が
聴
こ
え
て
い
た
の
で
、
さ
ら
に
綿
を
詰
め
て
、

テ
ー
プ
で
固
定
し
、
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
し
た
状
態
で
朝

の
９
時
か
ら
１７
時
ま
で
８
時
間
過
ご
し
ま
し
た
。
聴

覚
に
障
害
が
あ
る
と
、
視
覚
情
報
だ
け
を
頼
り
に
生

活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
と
て
も
大
変
で
し

た
。列

車
に
乗
っ
て
も
、
耳
が
聞
こ
え
れ
ば
車
内
の
案

内
放
送
を
頼
り
に
で
き
ま
す
が
、
聴
こ
え
な
い
た
め
、

何
番
目
の
駅
で
降
り
る
か
を
記
憶
し
、
さ
ら
に
各
駅

で
駅
名
を
確
認
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今

回
は
１
駅
で
し
た
の
で
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
が
、

遠
出
の
と
き
は
大
変
だ
ろ
う
と
感
じ
ま
し
た
。
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わ
か
っ
て
く
だ
さ
い

わ
か
っ
て
く
だ
さ
い

わわ
かか
っっ
てて
くく
だだ
ささ
いい

ま
た
、
周
り
の
音
に
合
わ
せ
て
声
量
を
調
節
で
き

な
か
っ
た
の
で
、
周
り
が
静
か
な
の
に
声
が
大
き

か
っ
た
り
、
そ
の
逆
に
周
り
が
う
る
さ
い
の
に
声
が

小
さ
か
っ
た
り
し
た
よ
う
で
す
。

市
内
を
歩
い
て
い
る
と
、
車
の
音
が
全
く
聞
こ
え

ず
、
何
度
か
危
険
な
目
に
遭
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
が
車
が
来
て
い
る
こ
と
を
教
え
て

く
れ
た
の
で
助
か
り
ま
し
た
。
歩
道
を
歩
い
て
い
て

も
、後
ろ
の
人
に
気
付
け
な
か
っ
た
の
で
、ヘ
ル
パ
ー

に
教
え
ら
れ
て
か
ら
、
気
が
付
い
た
こ
と
が
多
か
っ

た
で
す
。

飲
食
店
で
昼
食
を
取
り
ま
し
た
が
、
音
が
聞
こ
え

ず
、
雑
談
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
せ
い
か
、
い
つ
も

よ
り
食
べ
物
が
お
い
し
く
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

聴
覚
に
障
害
が
あ
る
こ
と
は
健
常
者
以
上
に
生
活
す

る
う
え
で
神
経
を
つ
か
い
、
と
て
も
大
変
だ
と
思
い

ま
し
た
。

わわ
かか
っっ
てて
くく
だだ
ささ
いい
！！

視
覚
障
害
・
聴
覚
障
害
の
方
々
は
、
私
た
ち
に
お

願
い
し
た
い
こ
と
や
気
付
い
て
ほ
し
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
普
段
、
私
た
ち
が
歩
い
て
い
る
道
路
。
そ
こ

に
は
、
段
差
な
ど
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
見
え
て

い
る
私
た
ち
は
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
視
覚
障
害
の
方
々
に
は
、
そ
れ
が
見
え
ま
せ

ん
。
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
頼
り
に
歩
い
て
い
て
も
、
途

中
で
ブ
ロ
ッ
ク
が
消
失
し
て
い
た
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
の

上
に
車
が
駐
停
車
さ
れ
て
い
た
り
す
る
と
歩
く
こ
と

が
不
安
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ど
う

し
て
も
外
出
が
お
っ
く
う
に
な
り
が
ち
で
す
。

ま
た
、
白
つ
え
を
使
っ
て
い
る
人
が
い
て
も
、
そ

の
意
味
を
知
ら
な
い
人
々
も
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

は
、
白
つ
え
の
意
味
を
知
っ
て
い
ま
し
た
か
。
も
ち

ろ
ん
私
た
ち
だ
っ
て
、
福
祉
に
興
味
を
持
つ
ま
で
知

る
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
そ
の
よ
う
な
立
場
の
か
た

に
は
見
向
き
も
せ
ず
に
、
自
分
に
は
関
係
の
な
い
も

の
だ
と
思
い
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
学

で
福
祉
の
勉
強
を
す
る
う
ち
、
皆
同
じ
人
間
な
の
だ
、

他
人
事
で
は
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。

聴
覚
障
害
者
を
外
見
で
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い

で
す
。
声
を
か
け
た
と
し
て
も
耳
が
不
自
由
で
聞
こ

え
な
い
、
話
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
逃
げ
て
し
ま
う

人
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
も
、
逃
げ

ず
に
紙
と
筆
記
用
具
を
出
し
て
、
筆
談
し
て
会
話
す

る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

今
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
ヘ

ル
パ
ー
を
必
要
と
し
て
い
る
方
々
は
、
た
く
さ
ん
い

る
の
で
す
が
、
大
館
に
は
１
人
か
２
人
し
か
い
ま
せ

ん
。
私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
は
、
手
話
を
覚
え
た
り
、

視
覚
障
害
者
の
目
と
な
っ
た
り
す
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

障
害
者
の
立
場
で
考
え
る
こ
と
は
大
切
で
す
が
、

頭
で
考
え
る
だ
け
で
は
理
解
で
き
な
い
こ
と
が
、
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
擬
似
体
験
や
、
障

害
を
持
つ
方
々
本
人
と
話
を
す
る
こ
と
で
、
実
際
の

不
便
さ
や
思
い
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。

少
し
で
も
多
く
の
か
た
が
視
覚
・
聴
覚
障
害
の

方
々
へ
思
い
を
寄
せ
る
こ
と
で
住
み
や
す
い
安
全
な

街
が
実
現
す
る
は
ず
で
す
。
も
っ
と
障
害
者
の
現
実

を
知
り
、
何
か
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
実
行
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

最
後
に
、
取
材
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

▲食事中も体験を続行しました
▲ペットの鳴き声は
聞こえません

▲時間がたつに連れ、障害者役が段々と
無口になってしまいました

▲歩道が無いと不安
です

広報大館２００５．１．１�



問

題

設
問
は
、
お
正
月
に
ち
な
ん
で
、
お
め
で
た
い
こ
と
を

中
心
に
集
め
て
み
ま
し
た
。
設
問
を
解
い
て
□
に
文
字
を

入
れ
、あ
る
言
葉
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。そ
れ
が
答
え
で
す
。

〈
ヨ
コ
の
か
ぎ
〉

さ
ん
な
す
び

�
縁
起
の
良
い
夢
を
順
に
並
べ
て
言
う
言
葉
。
―
三
茄
子
。

�
ニ
シ
ン
な
ど
を
昆
布
で
巻
い
て
煮
た
も
の
。

�
４７
文
字
の
総
称
。
仮
名
文
字
の
こ
と
。
物
事
の
初
歩
。

�
よ
ろ
い
か
ぶ
と
を
身
に
付
け
て
い
る
七
福
神
と
言
え
ば

�
天
。

�
松
と
竹
と
ー
。
お
め
で
た
い
も
の
と
し
て
、
祝
い
事
に

用
い
ら
れ
る
。

�
元
日
の
朝
、
元
日
。
「
一
年
の
計
は
―
に
あ
り
」

〈
タ
テ
の
か
ぎ
〉

�
縁
起
の
良
い
名
称
と
花
の
少
な
い
時
期
に
咲
く
こ
と
か

ら
、
正
月
用
の
花
と
し
て
広
く
栽
培
さ
れ
る
黄
色
の
花
。

�
初
売
り
な
ど
で
、
い
ろ
い
ろ
な
物
を
入
れ
て
封
を
し
、

各
人
に
選
び
取
ら
せ
る
袋
。

	
色
彩
や
斑
点
が
美
し
い
飼
育
改
良
さ
れ
た
淡
水
魚
。



寿
命
が
長
く
め
で
た
い
こ
と
。
「
―
亀
は
万
年
」

答

え

応
募
方
法

は
が
き
に
ク
イ
ズ
の
答
え
と
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、住
所
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
性
別
を
書
い
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
２０
人
に
図
書
券
を
さ
し
あ
げ

ま
す
。
広
報
大
館
２
月
１
日
号
で
ク
イ
ズ
の
答
え
と
当

選
者
を
発
表
し
ま
す
。

締
め
切
り

１
月
１４
日（
金
）当
日
消
印
有
効

応
募
先

〒
０
１
７
│
８
５
５
５

大
館
市
字
中
城
２０
番
地

広
報
大
館
ク
イ
ズ
係

開 館 時 間・９時３０分～１７時１５分
１ 月 の 休 館 日・１～３日、９日（日）、１０日（月）、２７日（木）
１月のテーマ図書・『２００４ベストリーダー』
母と子の絵本を楽しむ会・６日（木）１０時３０分

『石を積む人』司書のおすすめ

残りの人生でやり残したことを
しようと決めた老夫婦。妻の望み
はやりかけの石塀を完成させるこ
と。石を積むように時間を重ねた
夫婦の物語。次世代のために何が
できるのか考えながら生きていく。
そんな希望を与えてくれる本です。

著 者
小田部 雄 次
浜 辺 陽一郎
浅 井 信 雄
野 口 悠紀雄
人生戦略会議編
たがみ ようこ
安 田 久
いわさきちひろ
七 田 真
落 合 信 彦
岸 田 るり子
幸 田 真 音
村 山 由 佳
萩 原 浩
柴 田 よしき
谷 村 志 穂
糸 山 秋 子
志 賀 泉
アンディ・アンドリュー
ジェイムズ・トワイマン
笹 生 陽 子
平 田 伊都子
講 談 社
マルク・ブタヴァン
ルドウィヒ・ベーメルマンス
ど い か や

図 書 名
家宝の行方
もっと早く受けてみたかった法律の授業
四〇〇字で読む世界情勢
超リタイア術
２８歳からのリアル
ソウルで新婚生活
一攫千金
ラブレター
音読革命
私が愛した金正日
密室の鎮魂歌
日銀券 上、下
天使の梯子
明日の記憶
ワーキングガール・ウォールズ
雀
袋小路の男
指の音楽
今日、わたしは心を決める
プロポーズの樹
サンネンイチゴ
教えて！イラクの戦争と今とむかし
しあわせのカギさがし
シナモンとまいごのこいぬ
アメリカのマドレーヌ
チリとチリリ

新

着

一

般

書

新
着
児
童
書

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ
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エドワード・ムーニー 求龍堂

中央図書館 �４２－２５２５

私の本棚
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Ｇ

Ｄ

Ａ

�

Ｅ

Ｂ

�

�

Ｆ
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とと きき・・２２月月１１２２日日（（土土））１１３３時時開開演演
ととこころろ・・市市民民文文化化会会館館
内内 容容
１１時時間間程程度度ののトトーーククややラライイブブなな
どどのの番番組組収収録録をを予予定定ししてていいまますす。。
申申込込方方法法
往往復復ははががききででごご応応募募くくだだささいい。。
応応募募先先
〒〒００１１００－－００９９７７３３
秋秋田田市市八八橋橋本本町町３３－－７７－－１１００
エエフフエエムム秋秋田田「「ＥＥＰＰＯＯ 風風のの散散
歩歩道道」」観観覧覧希希望望係係
締締めめ切切りり・・１１月月３３１１日日（（月月））必必着着
問問 市市民民文文化化会会館館�４４９９－－７７００６６６６

■映画「スウィングガールズ」
と き・１月１０日（月）
�１０時３０分～１２時１５分
�１３時～１４時４５分
�１５時３０分～１７時１５分
�１８時３０分～２０時１５分

ところ・市民文化会館
入場料
一 般 １，４００円
高校生・大学生 １，２００円
２歳～中学生 １，０００円
６０歳以上 １，０００円
問問市民文化会館�４９－７０６６

結核予防法の改正により平成１７年４月から、
予防接種におけるツベルクリン反応検査が廃止
され、ＢＣＧを直接接種することになります。
また、対象年齢も変更になることから、市で
は、ＢＣＧ予防接種をまだ受けていない生後３
か月から４歳未満のかたを対象に、ツベルクリ
ン反応検査・ＢＣＧ接種を実施します。
接種は無料で受けられます。ご希望のかたは
接種日の５日前までに保健センターへお申し込
みください。
実施場所・保健センター
対 象・接種日に生後３か月～４歳未満のかた

（平成１６年１１月３０日生まれまでのかた）
持ち物・母子健康手帳、バスタオル
※すでに接種されたかたは必要ありません。
※大館市以外でＢＣＧ接種を受けたかたやＢＣ
Ｇ接種を受けたくないというかたはご連絡く
ださい。
申問 保健センター�４２―９０５５

※受付時間は１３時１０分～１３時４０分です。
※都合の悪いかたは別の日に変更してもかまいません。

１３年・１４年に
生まれたかた、
１６年１１月に生
まれたかた

３月９日（水）

３月１１日（金）

１５年１月から
１６年７月まで
に生まれたか
た

３月１日（火）

３月３日（木）

１６年８月から
１０月までに生
まれたかた

２月２日（水）

２月４日（金）

対 象

ツ 反

ＢＣＧ

受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい ツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反反応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧＧ接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種

平成１７年４月から

生生後後６６かか月月
未未満満

対象年齢が変わります�

し

お
ん

佐
々
木

紫

音
ち
ゃ
ん

（
東
台
３
区
・
１
歳
６
カ
月
）

お
父
さ
ん
と
一
緒
に
追
い
か
け
っ
こ
を
を
す
る
の
が

好
き
で
す
。
大
好
物
は
バ
ナ
ナ
だ
よ
。

現 在

生生後後３３かか月月
～～４４歳歳未未満満

実施日

ふ
う

が

佐

藤

鳳

雅
く
ん

（
県
市
公
営
住
宅
・
１
歳
７
カ
月
）

活
発
に
動
き
回
る
か
ら
、
目
を
離
す
と
す
ぐ
い
な
く

な
っ
ち
ゃ
い
ま
す
。
「
カ
エ
ル
の
う
た
」
を
歌
う
よ
。

で
ん
ご
ん
板
DENGO

NBA
N

「EPO 風の散歩道」
２００組４００人を無料ご招待！

ラジオ番組公開録音
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市
で
は
、
３
月
ま
で
の
期
間
限
定
で
、

金
融
機
関
に
出
向
か
な
く
て
も
口
座
振

替
の
申
し
込
み
手
続
き
が
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
を
始
め
ま
し
た
。

手
続
き
方
法

�
ま
ず
は
電
話
な
ど
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

�
担
当
課
か
ら
口
座
振
替
依
頼
書
を
郵

送
し
ま
す
。

�
記
入
例
を
参
考
に
口
座
振
替
依
頼
書

に
記
入
の
う
え
、
同
封
の
封
筒
で
返

送
す
る
だ
け
で
す
。

※
手
続
き
を
完
了
し
た
税
な
ど
は
、
１７

年
度
か
ら
自
動
的
に
振
替
納
付
さ
れ

ま
す
。

口
座
振
替
で
き
る
の
は

国
民
健
康
保
険
税
、
市
県
民
税
（
普

通
徴
収
）、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車

税
、
介
護
保
険
料

取
扱
金
融
機
関

秋
田
銀
行
全
店
、大
館
市
・
比
内
町
・

田
代
町
に
所
在
す
る
次
の
金
融
機
関

（
北
都
銀
行
、
青
森
銀
行
、
み
ち
の

く
銀
行
、
秋
田
県
信
用
組
合
、
東
北

労
働
金
庫
、
あ
き
た
北
農
業
協
同
組

合
）、
全
国
の
郵
便
局

・
つ
い
う
っ
か
り
納
期
限
を
忘
れ
て
し

ま
っ
た
。

・
仕
事
が
忙
し
く
て
金
融
機
関
に
行
く

時
間
が
な
い
。

・
高
い
交
通
費
を
払
っ
て
金
融
機
関
に

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

口
座
振
替
だ
と
指
定
さ
れ
た
預
貯
金

口
座
か
ら
自
動
的
に
振
替
納
付
で
き
ま

す
の
で
、
納
め
忘
れ
が
な
く
安
心
で
す
。

◆
市
税
な
ど
の
納
付

も
う
一
度
ご
確
認
を

今
月
は
市
県
民
税
第
４
期
と
国
民
健

康
保
険
税
第
７
期
、
介
護
保
険
料
７
期

の
納
期
で
す
。
忘
れ
ず
に
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
す
で
に
納
期
が
過
ぎ

て
い
る
税
金
な
ど
に
納
め
忘
れ
が
な
い

か
、
も
う
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
、
ご
連
絡
は

市
税
な
ど
は
収
納
課（
内
線
２
２
５
）

介
護
保
険
料
は
長
寿
支
援
課
（
内
線

４
０
２
）

◆
口
座
振
替
納
税
で
全
期

前
納
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た

平
成
１７
年
度
課
税
分
の
市
税
か
ら
、

口
座
振
替
納
税
で
も
、
全
期
前
納
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ご
希
望
の

か
た
は
、
１
月
３１
日（
月
）ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
税
目

固
定
資
産
税
、市
県
民
税（
普
通
徴

収
）、国
民
健
康
保
険
税

対
象
と
な
る
か
た

対
象
税
目
を
納
税
し
て
い
る
か
た
で
、

口
座
振
替
に
よ
り
そ
の
税
の
第
１
期

の
納
期
に
全
期
分
を
納
税
し
た
い
か

た
（
固
定
資
産
税
で
あ
れ
ば
、
第
１

期
口
座
振
替
時
に
第
１
期
〜
第
４
期

の
全
額
を
一
括
納
税
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
）

申
し
込
み
方
法

電
話
で
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
後
に
、

口
座
振
替
依
頼
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

申
・
問
収
納
課
（
内
線
２
２
７
）

暮暮
らら
しし
のの
情情
報報

次
の
項
目
に
該
当
さ
れ
る
か
た
で
、

源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
が
納
め
す
ぎ
に

な
っ
て
い
る
か
た
は
、
還
付
を
受
け
る

た
め
の
申
告
（
還
付
申
告
）
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
還
付
申
告
は
、

確
定
申
告
期
前
で
も
税
務
署
に
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く

お
早
め
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

・
給
与
所
得
者
で
、
医
療
費
控
除
、
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
か
た

・
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
に
、

申
告
を
す
る
必
要
の
あ
る
所
得
の
な

い
か
た

・
平
成
１６
年
の
年
の
中
途
で
退
職
し
た

後
、
就
職
し
な
か
っ
た
か
た
で
、
年

末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
か
た

・
退
職
所
得
が
あ
る
か
た
で
、
そ
の
所

得
を
含
め
て
申
告
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
か
ら
定

率
減
税
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か

たイ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
所
得
税
・

消
費
税
の
申
告
書
、
決
算

書
な
ど
が
作
成
で
き
ま
す

仙
台
国
税
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で

は
、
画
面
の
指
示
に
従
っ
て
金
額
な
ど

を
入
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
申
告
書
を

簡
単
に
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

作
成
し
た
申
告
書
は
カ
ラ
ー
プ
リ
ン

タ
ー
で
印
刷
す
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
税
務

署
へ
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

仙
台
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://
www.sendai.nta.go.jp/

問
大
館
税
務
署
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から



フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
は
、
人
の
血

液
の
成
分
を
原
料
と
し
た
医
薬
品
で
、

か
つ
て
は
大
量
出
血
時
の
止
血
な
ど
の

目
的
で
、
特
に
昭
和
６３
年
６
月
以
前
は

多
く
の
医
療
機
関
で
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
、
こ
の
製
剤
の
原
料
に
混
入
し
た

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
を
不
活
性
化
す
る
た
め

の
技
術
が
十
分
で
な
か
っ
た
た
め
、
投

与
さ
れ
た
か
た
が
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
厚
生
労
働
省
で
は
、
感
染
の
可
能

性
の
あ
る
か
た
に
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
を
受
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
製

薬
会
社
が
同
製
剤
を
納
入
し
た
医
療
機

関
名
を
平
成
１６
年
１２
月
９
日
に
公
表
し

ま
し
た
。

対
象
と
な
る
か
た
は
次
の
と
お
り
で

す
の
で
、
該
当
す
る
か
た
は
、
Ｃ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

検
査
受
診
の
呼
び
か
け
の
対
象
者

公
表
さ
れ
た
医
療
機
関
で
平
成
６
年

以
前
に
治
療
を
受
け
、
次
の
項
目
に
該

当
す
る
か
た
。

（
１
）妊
娠
中
ま
た
は
出
産
時
に
大
量
の

出
血
を
さ
れ
た
か
た

（
２
）大
量
に
出
血
す
る
よ
う
な
手
術
を

受
け
た
か
た

じ
ょ
う
み
ゃ
く
り
ゅ
う

（
３
）食
道
静
脈
瘤
破
裂
、
消
化
器
系
疾

患
、
外
傷
な
ど
に
よ
り
大
量
の
出

血
を
さ
れ
た
か
た

（
４
）が
ん
、
白
血
病
、
肝
疾
患
な
ど
の

病
気
で
「
血
が
止
ま
り
に
く
い
」

と
指
摘
さ
れ
た
か
た

き

（
５
）特
殊
な
腎
結
石
・
胆
石
除
去
、
気

き
ょ
う

け
ん

胸
で
の
胸
膜
接
着
、
腱
・
骨
折
片

な
ど
の
接
着
、
血
が
止
ま
り
に
く

い
部
分
の
止
血
な
ど
の
治
療
を
受

け
た
か
た

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

受
け
ら
れ
る
と
こ
ろ

大
館
保
健
所

�
５２
―
３
９
５
５

市
立
総
合
病
院

�
４２
―
５
３
７
０

秋
田
労
災
病
院

�
５２
―
３
１
３
１

※
料
金
な
ど
詳
し
く
は
そ
れ
ぞ
れ
の
機

関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

厚
生
労
働
省
が
公
表
し
た
医
療
機
関

（
大
館
・
北
秋
田
・
鹿
角
・
小
坂
の
み
）

・
大
館
市
立
総
合
病
院
・
佐
藤
産
婦
人

科
医
院
・
北
秋
中
央
病
院
・
戸
嶋
産
婦

人
科
医
院
・
米
内
沢
総
合
病
院
・
鹿
角

組
合
総
合
病
院
・
秋
田
労
災
病
院

※
以
下
は
廃
院
し
て
い
ま
す

・
渡
辺
医
院
・
立
石
産
婦
人
科
医
院

・
小
坂
町
立
産
婦
人
科
診
療
所
・
小
坂

鉱
業
所
病
院

保
健
師
が
、
個
別
に
健
康
へ
の
悩
み

や
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
血
圧
測
定

も
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

持
ち
物
・
健
康
手
帳

※
お
持
ち
で
な
い
か
た
に
は
差
し
上
げ

ま
す
。

※
費
用
は
無
料
で
す
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー

�
４２
―
９
０
５
５

と こ ろ

大館保健所 〈成分〉

大館地区総合事務所〈成分〉

栄町 �イトウ
釈迦内 東光鉄工�本社
いとく大館ショッピングセンター

川口 秋田いすゞ自動車�大館営業所
根下戸新町 日産プリンス秋田販売�大館支店
大館警察署

片山町 今井病院

有浦５丁目 千秋薬品�大館支店
芦田子 大館園

マックスバリュ釈迦内店

東光鉄工�本宮工場
二井田 ニューロング工業�大館工場
東光鉄工�花岡工場

と き

９：００～１２：２０

１３：３０～１５：３０

８：４５～９：３０

１０：１５～１１：３０

１３：００～１６：００

８：５０～９：５０

１０：３０～１１：１０

１２：４５～１３：４０

１４：１０～１５：３０

９：００～１０：００

１０：５０～１１：５０

１３：３０～１５：３０

９：００～１１：００

１２：００～１３：００

１４：３０～１５：４０

１８日（火）

２０日（木）

２１日（金）

２５日（火）

２６日（水）

会場・電話番号

市 役 所 年 金 相 談 室
（内線２６３）

中央公民館内少年相談センター
フリーダイヤル ０１２０－１１０６２４

中央公民館内教育研究所
�４３－２２０８

市 役 所 市 民 相 談 室
（内線２１４）

市 役 所 会 議 室
（次回は２／２）（内線２４７）

総 合 福 祉 セ ン タ ー
�４２―８１０１

総 合 福 祉 セ ン タ ー
下 川 沿 公 民 館
総 合 福 祉 セ ン タ ー
釈 迦 内 公 民 館
真 中 公 民 館
上 川 沿 公 民 館
市 役 所 市 民 相 談 室

（内線２１４）

時 間

１０：００～１５：００

９：００～１６：００

９：００～１６：００

１０：００～１５：００

９：３０～１２：００
（予約制）

１３：３０～１５：００
（予約制）

１０：００～１３：００

９：００～１６：００

と き

毎週
月～木

毎週
月～金

毎週
月～金

１２日
（水）

５日
（水）

２７日
（木）
７日（金）
１１日（火）
１４日（金）
１７日（月）
２５日（火）
２７日（木）
毎 週 月・
火・木・金

相談内容

年 金

非行、いじ
め、子育て

教 育

行 政

国 税

法 律

心配ごと

その他

と

き

と
こ
ろ

１１
日（
火
）

保
健
セ
ン
タ
ー

１７
日（
月
）

矢
立
公
民
館

２０
日（
木
）

下
川
沿
公
民
館

平
成
６
年
以
前
に
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
を

投
与
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
か
た
へ

保
健
セ
ン
タ
ー
の

健

康

相

談

お
勧
め
し
ま
す「
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
」

１月の健康相談※
時
間
は
１０
時
〜
１１
時
３０
分
で
す
。

お気軽に
ご相談ください

と き・毎週金曜日（祝日を除く）１３：００～１６：００
ところ・サンクレア大館 相談料・３０分まで５，０００円
内 容
法律的紛争の解決と予防に関する相談のすべて（予約制）

申問秋田弁護士会法律相談センター�０１８－８９６－５５９９

成分献血は予約制
大館保健所�５２－３９５２

秋田弁護士会の大館・北秋法律相談

１月～３月は国税相談を休みます。

月月

月月

１１

１１

血

談

広報大館２００５．１．１

献

相

�



募

集

市
営
住
宅
入
居
者

募
集
戸
数

▽
第
２
獅
子
ケ
森
住
宅
・
１
戸

▽
御
成
町
住
宅
・
１
戸

住
宅
の
規
模
と
家
賃（
月
額
）

・
第
２
獅
子
ケ
森
住
宅

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１
７
、１
０
０
円
〜
３
７
、５
０
０
円

・
御
成
町
住
宅

２
Ｋ

７
、４
０
０
円
〜
１
６
、２
０
０
円

敷

金
・
家
賃
の
３
カ
月
分

資

格
住
宅
に
困
っ
て
い
る
か
た
。
所
得
、

年
齢
な
ど
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
連
帯
保
証
人（
２
人
）が
必

要
で
す
。

※
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

１
月
５
日（
水
）〜
１９
日（
水
）

入
居
時
期
・
２
月
下
旬

◎
申
し
込
み
が
募
集
戸
数
を
超
え
た

場
合
は
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

と

き
・
１
月
２４
日（
月
）１０
時

と
こ
ろ
・
市
役
所
第
２
会
議
室

※
抽
選
は
本
人
ま
た
は
代
理
人
の
出

席
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
・
問
都
市
計
画
課
（
内
線
３
１
０
）

首
都
圏
に
進
学
す
る
か
た
へ

１７
年
度
学
生
寮
入
寮
生

▽
東
京
寮
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

募
集
人
員
・
男
子
２０
人
程
度

入
寮
費
・
３
５
、
０
０
０
円

寮

費
・
月
額
３
５
、
０
０
０
円

▽
ビ
ュ
ー
リ
ー
千
秋
寮

（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

募
集
人
員
・
女
子
２３
人
程
度

入
寮
費
・
４
４
、
０
０
０
円

寮

費
・
月
額
４
４
、
０
０
０
円

□
第
１
次
募
集

秋
田
県

出
身
者

で
、
申

請
時
点

に
当
学

生
寮
か

ら
通
学

で
き
る

範
囲
の

大
学
・

短
大
・
専
修
学
校
に
合
格
が
決
定

し
て
お
り
、
４
月
か
ら
入
学
す
る

か
た

受
付
期
間

１
月
２４
日（
月
）〜
２
月
４
日（
金
）

※
郵
送
の
場
合
は
必
着
で
す
。

□
第
２
次
募
集

秋
田
県
出
身
者
で
、
受
験
中
・
結

果
未
発
表
で
合
格
の
場
合
は
入
学

す
る
か
た
、
ま
た
は
第
１
次
募
集

に
応
募
し
な
か
っ
た
か
た

受
付
期
間

２
月
１４
日（
月
）〜
２５
日（
金
）

※
郵
送
の
場
合
は
必
着
で
す
。

申
・
問
〒
０
１
０
―
０
９
５
１

秋
田
市
山
王
４
丁
目
１
―
２

秋
田
地
方
総
合
庁
舎
６
階

�
秋
田
県
育
英
会

�
０
１
８
―
８
６
０
―
３
５
５
２

対 象
市が発注する建設工事、測量・建設コンサル
タント業務、物品の購入・役務の提供の入札
に参加しようとするかた
※今回の申請に基づく入札参加資格は、合併後
の新市発足後に有効となります。
※合併後の大館市での「市内業者」の取り扱い
は、すべての業種において、大館市内に本社、
支店・営業所のいずれかを設置しているかた
とします。
申請様式
大館市独自様式（建設工事、測量・建設コン
サルタント業務、物品・役務の提供のすべて
の業種）
※様式は、各市町の業者登録担当課で配布しま
す。大館市ホームページからダウンロードす
ることも出来ます。詳しくは１月４日（火）か
ら市のホームページに掲載します。
ホームページアドレス
http : ／／www.city.odate.akita.jp/keiyaku／index.html
※小規模修繕等契約希望者登録の受け付けも同

期間に契約検査課で行います。
受付期間
１月１７日（月）～２月２８日（金）

９時～１１時４５分、１３時～１６時４５分
受付場所

※申請の際には、必ず申請書を持参して業者登
録申請を行ってください。
※水道工事など水道課に登録希望のかたは水道
課（内線３１５）へお問い合わせください。

問契約検査課（内線２７２）

申請書提出先

契約検査課

それぞれの役場の業者登
録担当課（比内町に本社
があるかたは比内町、田
代町に本社があるかたは
田代町）

契約検査課

契約検査課

業者区分

大館市に本社があるかた

大館市に支店・営業所
があるかたで本社が比
内町または田代町にあ
るかた

大館市、比内町、田代町
のいずれかに支店・営
業所があるかた

大館市、比内町、田代町
のいずれにも本社、支
店・営業所がないかた

�広報大館 ２００５．１．１

市 役 所
�４９－３１１１お知らせ

受受けけ付付けけまますす
入入札札参参加加資資格格審審査査申申請請



初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン

講
座
参
加
者（
対
象
６０
歳
以
上
）

と

き
・
１
月
２４
日（
月
）〜
２７
日（
木
）

１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

と
こ
ろ
・
中
央
公
民
館

対

象
６０
歳
以
上
で
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
た

こ
と
の
な
い
か
た

受
講
料
・
１
、
０
０
０
円

定

員
・
１０
人

申
込
方
法

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ

ナ
）、
年
齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て

１
月
７
日（
金
）必
着
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。
抽
選
で
決
定
し
、
は
が

き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
た
だ
し
、

一
度
受
講
し
た
か
た
は
再
受
講
で

き
ま
せ
ん
。

申
込
先

〒
０
１
７
―
０
８
２
２

大
館
市
字
桜
町
南
４５
―
１

中
央
公
民
館
「
初
心
者
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
講
座
」

申
・
問
中
央
公
民
館
�
４２
―
４
３
６
９

１７
年
度「
仲
良
し
ク
ラ
ブ
」児
童

対

象
４
月
か
ら

小
学
校
へ

入
学
す
る

児
童
と
小

学
２
、
３

年
生
に
進

級
す
る
児
童
の
う
ち
、
昼
間
（
放

課
後
）
家
庭
に
保
護
者
が
い
な
い

か
、
ま
た
は
保
護
者
が
希
望
す
る

児
童

開
館
日
と
時
間

月
〜
金
曜
日

１３
時
〜
１８
時

第
１
・
３
・
５
土
曜
日８

時
〜
１８
時

夏
・
冬
・
春
休
み

８
時
〜
１８
時

施

設
桂
城
児
童
セ
ン
タ
ー

（
�
４９
│
４
７
０
８
）

釈
迦
内
児
童
セ
ン
タ
ー

（
�
４８
│
４
４
８
６
）

城
西
児
童
セ
ン
タ
ー

（
�
４３
│
６
１
５
３
）

有
浦
児
童
会
館（�

４９
│
４
４
２
０
）

城
南
児
童
会
館（�

４２
│
８
７
１
９
）

使
用
料
・
月
額
３
、
０
０
０
円

※
同
じ
家
庭
の
２
人
目
以
降
の
児
童

は
半
額
に
な
り
ま
す
。
要
保
護
世

帯
の
児
童
は
無
料
で
す
。

申
込
方
法

各
施
設
に
あ
る
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申問保健センター�４２－９０５５
生活習慣病予防のため、食生活の
改善を中心とした講座を開催します。
対 象
学習したことを実践し、さらに身
近なかたへ学習内容を伝えること
ができ、すべての講座に参加でき
るかた

持ち物・筆記用具、エプロン、米１合
参加料・無料 定 員・２５人
受付期間・１月５日（水）～１４日（金）
※応募者多数の場合は抽選しますが、初めて参加され
るかたを優先します。

と き・１月３０日（日）

開会式８時３０分

ところ

大滝温泉スキー場（大

回転、スノーボード）

大館樹海ドーム周辺

語らいの森（距離、リ

レー）

対 象・小学４年生以上の市民または市内に勤務し

ているかた

申込方法・スポーツ課に備え付けの申込用紙に記入

のうえ提出してください。大会当日の申

し込みは受け付けません。

締め切り・１月１３日（木）１７時（郵送の場合は必着）

※大会当日は駐車場が大変込み合いますので、相乗

りにご協力ください。また、大滝温泉スキー場で

は競技開始まで、車は駐車場から出られません。

種 目

○大回転（小学４～６年生、中学生、３０歳未満・３０代・４０

代・５０代・６０歳以上の各男女）

○スノーボード（スラローム、小学４年生以上）

○距離（小学４～６年生、中学生の男女、３０歳未満・３０

代・４０代・５０代・６０歳以上の男子、一般女子）

○リレー（小学生、中学生、一般男女）

内 容

・保健指導「肥満と肥満症について」
・調理実習 ・体脂肪測定

・栄養指導「食事のバランスと間食を考える」
・調理実習

・栄養指導「低エネルギーの工夫・運動の効果」
・調理実習

・保健指導「体脂肪測定の結果から分かること」
・栄養指導「肥満に関する情報ウソ・ホント」
・発表「私の食事改善のあれこれ」
・調理実習 ・体脂肪測定

日 程

１月２８日（金）
９時３０分～１３時

２月１６日（水）
９時３０分～１３時

３月４日（金）
９時３０分～１３時

３月１８日（金）
９時３０分～１３時

食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
募集

市民スキー大会出場者募集
頑張る選手に熱いエールを！

申問〒０１７―０８９１大館市字中城１番地
市民体育館内教育委員会スポーツ課�４２―０３１０

広報大館２００５．１．１�




